
▼高圧ケーブル（ リ ーク 跡）

私はこ う し て
電気事故を防いだ！

浸水にご注意を！！
前年度と の数値比較で事故を未然に防止！！

点 検 対 象 商店 点 検 地 区 雄武町

き ら り ポイ ン ト

■現場の状況と 対策

■技術者から のワンポイ ント アド バイ ス

年次点検実施時に高圧ケーブルの絶縁抵抗測定を実施したところ、 絶縁抵

抗値が前年度の1 0 0 ,0 0 0 MΩから5 ,0 0 0 MΩと、 急激に低下していました。

外観点検実施の結果、 塩分を含んだ水の浸入跡およびリ ーク 跡を発見し

ました。

こ の原因と し ては、 屋外のケーブル端末部から 浸入し た水が、 年月の経過と と も にキュ ービク ル側ケーブル端末部

まで伝わっ てき たこ と が予想さ れます。また、こ の地域は塩害発生地域で浸入し た水に塩分が含まれていたため、ケー

ブル表面にリ ーク が発生し たと 考えら れます。

こ のままの状態で使用し た場合、 高圧地絡事故発生の可能性があり 、 その場合高圧ケーブルが1 3 5 m （ 地中埋設）

と 長いため、 復旧に多大な時間を要する可能性があるこ と から 、 早急に設備を改修さ れるよう おすすめし まし た。

前回点検時には水の浸入跡を確認でき なかっ たこ と など 、 外観点検だけでの不良判断は難し

い場合も あるため、 年次点検時の絶縁抵抗値など 、 過去の測定データ と 比較し て総合的に設備

状況を判断するこ と が必要です。

また、 今回の高圧ケーブルは使用年数が2 6 年と 更新推奨年数を 超過し ており 、 定期的な設

備更新も 重要ポイ ン ト のひと つと なり ます。（ 当協会の高圧ケーブ ル更新推奨年数は2 0 年で

す。）
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